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2012年２月に設定された倫理規程

PartCの見直しプロジェクトでは、

以下の領域を優先的に検討すること

とされている。

・ 経済取引について、忠実に表示

する財務報告の作成及びその関連

事項に対する企業等所属の職業会

計士（ProfessionalAccountantsin

Business：PAIB）の責任

・ PAIBが、非倫理的行為又は違

法行為に関わることの上司からの

プレッシャー

・ 便宜を図ってもらうための支払

金、賄賂

これまでの議論を受けて、フェー

ズを２つに分け、第一フェーズを、

セクション300（導入）、同310（潜

在的な相反）、同320（情報の作成及

び報告）、同330（十分な専門知識を

備えた行動）及び同340（金銭的利

害）とする。なお、セクション320

のうち、他者からのプレッシャーへ

の対処については新しいセクション

370（基本原則への違反のプレッ

シャー）を設けることとした。また、

第二フェーズをセクション350（勧

誘）とした。

上記のうち、第一フェーズについ

ては、2014年11月24日に公開草案

「IESBA倫理規程PartCの改訂案」

が公表された（コメント締切日は

2015年４月15日）。なお、本公開草

案の内容の概要については、本誌

2015年１月号のニューヨーク会議報

告を、また、本公開草案に対する日

本公認会計士協会のコメントは、協

会ウェブサイト（http://www.hp.jic

pa.or.jp/specialized_field/iesbapart_

c.html）を参照のこと。

今回の会議においては、第二フェー

ズのセクション350（勧誘）の改訂

について、前回に引き続き、次のよ

うな審議を行った。

� セクション350のタイトル

現在のセクション350のタイトル

は勧誘（Inducements）であるが、

タスクフォースは、このタイトルは

範囲が狭すぎるので、PAIBが直面
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４
倫理規程のPartC（企業等
所属の職業会計士に関する
規程）の見直し

国際会計士倫理基準審議会
（IESBA）ニューヨーク会議報告（続）

～倫理規程のPartC（企業等所属の
職業会計士に関する規程）の見直し 他～

前号（本誌2015年６月号）に続き、2015年４月13日から15日に開催された、国際会計士倫理基準審議会（Inter-

nationalEthicsStandardsBoardforAccountants：IESBA）の会議の概要を、進捗度合及び日本への影響度が高いと

思われるテーマから順に報告する（本文中における見出番号は、前号からの通し番号になっている）。

前号において報告したのは、下記のテーマである。

１．2015年１月ロンドン会議議事録の承認とイントロダクション

２．違法行為への対応（RespondingtoNon-ComplianceorSuspectedNon-CompliancewithLawsandRegulations）

の再公開草案を決議

３．上級職員の監査クライアントへの長期的関与（パートナー・ローテーションを含む）（LongAssociationofSen-

iorPersonnel（IncludingPartnerRotation）withanAuditClient）の公開草案に寄せられたコメントの分析（２回目）

本号では、残りのテーマについて、以下、連番で報告する（注：IESBAが策定しているCodeofEthicsforProfes-

sionalAccountantsは、本稿においては、倫理規程という。また、特に断り書きがない限り、専門用語や参照セク

ション・パラグラフ等はこの倫理規程のものであって、日本の倫理規則等のものではない。）。

国際会計士倫理基準審議会ボードメンバー
公認会計士 加

か

藤
とう

厚
あつし



倫理

するギフト（Gifts）や接待（Hospi-

tality）という意味を含む表現にす

るべきであると提案している。また、

勧誘という言葉には、次のような問

題がある。

・ 何が勧誘に含まれるかという点

についての明確な定義やガイダン

スが存在していない。

・ 勧誘という言葉には、ネガティ

ブな意味合いだけがある。許容で

きる勧誘とできない勧誘の両方を

意味するような、ニュートラルな

言葉が使われるべきである（例え

ば、利得（Benefit）や有利（Ad-

vantage））。

� 法令遵守の必要性

セクション350は、PAIBがそれぞ

れの国や地域の法令を遵守する必要

性についても含めるべきである。そ

の観点からは、IESBAが現在開発中

のセクション360（違法行為への対

応）と相互関連を持たせるべきである。

� 勧誘について

勧誘のタイプ、勧誘の申出、勧誘

の受入れ、不適切な勧誘に関するガ

イダンス、第一フェーズで検討中の

新しいセクション370（基本原則へ

の違反のプレッシャー）との関連性、

PAIBの同僚（Colleagues）を対象に

すべきかどうか等についても議論を

した。

倫理規程の構成見直しプロジェク

トの目的は、IESBAの倫理規程の明

瞭化及び利便性の改善方法を特定し、

それによって、倫理規程の適用（a-

doption）、効果的な履行及び一貫し

た適用を促進する方法を検討するこ

とである。

今後、公開草案を開発するのに先

立って、市場関係者に、このプロジェ

クトの内容と方針を説明してコメン

トを求めるためにコンサルテーショ

ン・ペーパー（CP）「IESBA倫理規

程の構成の改善」が、2014年11月４

日に公表された（コメント締切日は、

2015年２月４日。日本公認会計士協

会のコメントについては、協会ウェ

ブサイト（http://www.hp.jicpa.or.j

p/specialized_field/iesbaiesba.html）

を参照のこと）。なお、CPの内容の概

要については、本誌2015年１月号の

ニューヨーク会議報告を参照のこと。

今回の会議では、このCPに対し

て寄せられたコメントの分析とその

結果について審議を行った。

� 寄せられたコメント

全部で56通のコメントが寄せられ

た。内訳は、国際会計士連盟（IFAC）

メンバー組織（各国会計士協会等）

29通、監査法人７通、各国規制当局

等（28か国の証券規制当局の組織で

ある証券監督者国際機構（IOSCO）

を含む）８通、その他12通であった。

� コメントの全体像

全体的には、このプロジェクトを

支持するコメントが多かったが、次

のような意見も含まれている。

・ CPの中には、実質的に新しい

要求事項が生まれるような内容も

含まれており、これは単に倫理規

程の構成を見直すという本来のプ

ロジェクトの目的から外れている

のではないか。

・ このプロジェクトは、欧州連合

（EU）で現在進行中の監査制度改

革と歩調を合わせるようにスケジュー

ルを組むべきである。

・ 注目すべきは、IFACの主要メ

ンバーである米国公認会計士協会

（AICPA）が、この見直しへの対

応の負担が重いということと予想

外の不都合が生じるリスクという

観点から、このプロジェクトに反

対していることである。

� セーフガード

後述のように、倫理規程における

セーフガードの見直しが、別プロジェ

クトとして進められているが、現在

のところ2015年の12月会議において、

本プロジェクトとセーフガードプロ

ジェクトの公開草案を同時に決議す

る予定でいる。その場合には、本プロ

ジェクトによって提案される新しい

構成でセーフガード見直しの公開草

案を作成することが暫定決定された。

� 要求事項とガイダンスの区別

CPに寄せられたほとんどのコメ

ントは、要求事項とガイダンスを区

別することに賛成だが、両者を離さ

ずに隣接して規定することを要望し

ている。これらのコメント等を検討

の上、タスクフォースから各セクショ

ンを次のように区分することが提案

された。

・ 範囲（Scope）

・ コア要求事項（CoreRequire-

ment）：概念的枠組みアプローチ

において基本原則を遵守すること

を規定する。

・ 個別の要求事項（SpecificRe-

quirements）：概念的枠組みアプ

ローチ適用上の個別の要求事項

そして、これらを、次のように記

載することが提案された。

セクション310：利益相反

・ 310.1：範囲

・ コア要求事項及び関連適用ガイ

ダンス：

R310.2：コア要求事項（Rは、Re-

quirementの頭文字）

310.2A1：適用ガイダンス（Aは、

Applicationの頭文字）

・ 個別要求事項及び関連適用ガイ
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倫理規程の構成（Structure
oftheCode）の見直し
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ダンス：

R310.5：個別要求事項

310.5A1：適用ガイダンス

このような提案に対して、ボード

メンバーからいろいろな意見が出さ

れ、今後も引き続き、検討していく

ことになった。

� IESBA倫理規程の名称変更につ

いて

CPに含まれている質問の１つは、

現在、「職業会計士の倫理規程」（The

CodeofEthicsforProfessionalAc-

countants）というタイトルに使われ

ている規程（Code）を基準（Stan-

dard）に置き換えて、例えば、「国

際基準」（InternationalStandards）

に名称変更することについての意見

を求めていることである。その理由

は、現在の規程は、比較的、自己完

結し、明確な要求事項が含まれてい

るので「基準」としての重要な要件

を満たしているし、このように、新

たな名称（ブランド）を使うことに

よって倫理規程を幅広く認知させ、

執行（Adoption）可能性を高めるこ

とができるからである。

CPに寄せられたコメントには、

いくつもの名称案が含まれていたが、

それらを検討した結果、タスクフォー

スから次の新名称が提案された。

InternationalCodeofEthicsStan-

dardsforProfessionalAccountants

この提案について議論したが、ボー

ドメンバーからいろいろな意見が出

て、今回は結論には至らなかった。

� 会計事務所等の責任と、そこに所

属する職業会計士個人の責任の識別

現在の倫理規程は、特定の状況に

おける独立性の保持に関する会計士

個人又は個人の責任を明確にするた

めの方針及び手続を定めるべきこと

を、会計事務所等に対して求めてお

らず、単に国際品質管理基準（ISQC）

１号及び国際監査基準（ISAs）に

よる要求事項を参照しているにすぎ

ない。しかし、このような規定の仕

方では、会計事務所等の中の誰が

（例えば、事務所の経営陣、事務所

の品質管理部門、エンゲージメント

パートナー等）倫理規程の適用に関

して責任を持つのか明確ではないと

の指摘を市場関係者から受けている。

このような指摘に応えるために、

CPはいくつかの対応案を示した上

でコメントを求めた。多くのコメン

トは、ISQC１号を参照する現在の

規定で十分であると回答している。

ただ、国際監査・保証基準審議会

（IAASB）が、2015年後半に公表予

定のISQC１見直しのディスカッショ

ン・ペーパーが決まるまで、IESBA

は何も提案しないことになった。こ

れは、前号で述べたパートナー・ロー

テーションプロジェクトにおける職

業的懐疑心に関するテーマの取扱い

と同じである。

� 倫理規程の電子化

当面の間は、紙又はPDF版の倫理

規程を公式規程にすることが暫定決

定された。ただ、規程の電子化は今

後、急速に推進、改善していくので、

将来的には再検討の余地がある。

� 会計事務所等所属の職業会計士

を対象とする規則（PartB）と、

PAIBを対象とする規則（PartC）

の順番の入替え

CPに寄せられたコメントには、

この入替えに反対の意見もかなりあっ

たが、賛成する意見の方が多かった

ため、入れ替えることが暫定決定さ

れた。

� 今後の予定

2015年の６月と９月のボード会議

で公開草案の検討を行い、順調にい

けば、2015年12月の会議で承認決議

を行う予定である。

これは、IESBAの「2014年－2018

年戦略及び活動計画」に盛り込まれ

ている計画の１つであり、倫理規程

のうち、非保証サービスに関連する

「セーフガード」の適切性及び効率

性のレビューを行うというプロジェ

クトである。

前回の会議では、このプロジェク

トの範囲、目的及び検討項目等につ

いて次のようなプロジェクト提案が

行われ、承認された。

� プロジェクトの範囲

・ セクション100「基本原則：総

則」の中のサブセクション「阻害

要因とセーフガード」

・ セクション200「会計事務所等

所属の職業会計士：総則」の中の

サブセクション「阻害要因とセー

フガード」

・ 独立性に対する概念的枠組みア

プローチの適用（パラグラフ290.

100及び290.101）

・ 監査クライアントに対する非保

証業務の提供（パラグラフ290.

154～290.216）

・ セクション290「監査及びレ

ビュー業務における独立性」への

改訂に対応するセクション291

「その他の保証業務における独立

性」の変更

� プロジェクトの目的

概念的枠組みアプローチの適用に

おける、セーフガードの定義、内容、

役割等を明確にして、その適切性及

び効率性を評価した上で必要な改善

を提案する。
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� 問題となりそうな主要課題等

タスクフォースから、いくつかの

検討すべき主要課題が提起され審議

した。以下は、それらのうちの主な

ものである。

① 第三者テスト

セーフガードの適用によって、阻

害要因が除去又は重要性の程度を許

容可能な水準にまで軽減されたかど

うかの判断を行う第三者テストの意

味を明確にする必要がある。特に、

「事情に精通し、合理的な判断を行

うことができる第三者」の意味も含

めて、第三者テストについてのより

詳しいガイダンスを作ることについ

て暫定決定された。

② セーフガードのタイプ

現行セクション200のパラグラフ

200.12～200.15には、会計事務所

等におけるセーフガードと個々の専

門業務におけるセーフガードに分類

した上で、それぞれの例がいくつも

掲載されている。しかし、これらの

いくつかは、特定の阻害要因に対す

るセーフガードではないという批判

がある。タスクフォースは、ただ単

に“洗濯物リスト”のように例を羅

列するのではなく、セクション200

はもっと概念的枠組みアプローチに

明確に関連付けられる必要があると

提案している。

③ 中小監査法人への配慮

倫理規程に掲載されているセーフ

ガードの例の多くは、中小監査法人

にはないという意見が、中小監査法

人から聞かれる。それに対するタス

クフォースの見解としては、概念的

枠組みアプローチは、監査法人又は

クライアントの大小に関係なく相対

的に適用できるので、問題はないは

ずであると理解している。しかし、

タスクフォースは、中小監査法人に

有用なセーフガードの例やガイダン

スの開発に配慮していく予定である。

� 今後の予定

2015年12月の会議で、前述の倫理

規程の構成見直しプロジェクトの公

開草案と一緒に、本プロジェクトの

公開草案も承認する予定である。そ

して、倫理規程の構成見直しプロジェ

クトで提案される新しい構成で本プ

ロジェクトの公開草案を作成するこ

とが暫定決定された。

稀な状況下においては、IESBA倫

理規程を、緊急かつ早期に修正・開

発等するために、通常のデュープロ

セスによらずに短縮されたプロセス

を採用する必要性がある。

このような観点から、どのような

場合に、どのような短縮プロセスを

採用すべきかについてタスクフォー

スからの次の提案があり、それにつ

いて審議が行われた。

� 短縮プロセスの採用が必要とな

る状況

例えば、次のような条件をすべて

満たした場合が想定される。

・ 実務において異なった倫理規程

の解釈が広がっているため、早急

に統一見解を示す必要がある。

・ 倫理規程を早急に改訂して、

IESBAの意図を明らかにすること

が、パブリック・インタレストに

適う。

・ プロジェクトの範囲や課題が明

確で、詳細なプロジェクトの提案

が作成できる。

・ 問題はそんなに複雑ではなく、

倫理規程を変更する必要もない

・ このプロジェクトを進めるため

の、IESBAの人的リソースがある。

� 短縮プロセス

プロジェクト提案、諮問助言グルー

プ（CAG）との協議及び公益監視

委員会（PIOB）への報告等は、短

縮されたデュープロセスに基づいて

行われる。また、公開草案のコメン

ト締切りは90日よりは短くしない

（通常は、120日）。

今回の会議では、基本的には上記

の提案に賛成する意見が多かったが、

次回の会議で、引き続き、審議する

ことになった。

今回は、次の３つのプレゼンテー

ションが行われ、その内容について

活発な意見交換が行われた。

� オーストラリアのフレームワー

クについて

� 日本の監査及び会計環境におけ

るIESBA倫理規程のアドプション

について

� シンガポールにおける倫理基準

等のフレームワークについて

なお、日本のプレゼンテーション

は、筆者のテクニカル・アドバイザー

である矢定会員によって行われたが、

日本特有の内容にボードメンバーの

関心が高まり、活発な質疑応答が行

われた。

次回は、2015年６月29日から７月

１日の間、ニューヨークで開催され

る予定である。
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７
短縮プロセスによる倫理規
程の改訂や開発（Acceler-
atedProcess） ８

緊急課題及びアウトリーチ
（EmergingIssuesandOut-
reach）

９ 次回の会議予定

＊必須研修科目「職業倫理」研修

教材
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